





















































































































































評-~-~晶~ﾕｰ 宰ｰｰ ｰｰ ……L理､､盤,ﾕ¥串盈L厚需ﾕ……函~･~-~~-~-¥1,5二;1.ﾆﾆﾆ:-:､葬辞群.芋
で､ノーユ､塾一ノレトぐ､の『二源、才､"7セ●シカ
〆一一一一一一一一
????
＃ウ迄人かす．､今
I一~＝、
。つるつるして､、ろ.。
・あうリ』二＜がり､ら唾‘1．
・ろ今色や重色々喝>rこ‐
????．、
色I
??????｝????
｛I
も
掌篶－－－－－＝と一二 ;■ 亀潤起，
岨騨…』‘韮･…Ⅲ塀罫我唖ご唖
資料6ホウセンカとマリーゴールド
を比較して気がついたこと
資料7友達と比較したベン図
－37－
リーゴールドの種子と,B児のフウセンカズラの種子の比較を行った。この時，「私のたれ
の方が大きいな」「においがちがう気がするよ」などの会話をしながら，絵を交えてベン図
を記入していった。A児のベン図（前頁資料7）には，一人で書いた時にはなかった視点
（種子のにおい）が追加されていることから，二人の会話の中で様々な観察の視点を出し
合い，その視点についての考えの共有が図られたと考えられる。
その後，友達と比べた種子の観察カードを書かせた。A児のマリーゴールFの観察カー
ドには観察の視点が一つ追加されていた。また，大きさについての表現は抽象的なものか
らより具体的な数字を使った表現になっていた（前頁資料8)。
以上のことから，ベン図を使ってお互いの考えを比較・分類することは，関係づけ再構
成することに有効だった。そして，観察の視点が増え，表現がより具体的になることがわ
かった。
②3年生「太陽の光を調べよう」
様々な場所の地面の温度を調べる活動をした後に，各グループのデータを考察していく
と，地面の温度が高いところと低いところに分けられることがわかった。そこで，＜同じ
時間にはかったのに地面の温度がちがうのはなぜか＞を考えさせた。
まず，課題に対する自分の考え（はじめの考え）をワークシートに書かせた。c児は「日
光が当たらない場所と，当たる場所で温度がちがうから」と記入した。
次に，地面の温度が高い場所と地面の温度が低い場所の様子を思い出させ，ベン図で分
類させた。左側の円には，地面の温度が高い場所の様子を，右側の円には地面の温度が低
い場所の様子を記入させた。また，円の重なった部分には，どちらの場所にも共通して言
地面の温度が高い
場所の様子
地面の温度が低い
場所の様子
はかった時刻
外ではかった
日光がる鑑宅ぃだI外では
ふじだなで太陽が
かくれていた
資料9交流前のベン図
地面の温度が高い
場所の様子
地面の温度が低い
場所の様子
土の色がうすい
土がさらさら
鐸グー。
日光がちよくせつ
蜂 当たっていた
いつもあたたかい
はかった時刻
外ではかった
はかり方
土がしめっている
土の色がこい
土がカチカチ
－急じだなで太陽が~､蕊
かくれていた
いつもすずしい
※下線は赤字
資料10交流後のベン図
えることや，計測の際にそろえた条件を書かせた。
C児は太陽の光に着目し，地面の温度の高い場所
の様子に「日光がちよくせつ当たっていた｣，低
い場所の様子に「ふじだなで太陽がかくれてい
た」と記入した（資料9)。
そして記入したベン図をもとに，それぞれの場
所の様子を交流した。その際，自分がベン図に書
いた内容と，相手の考えが同じならば，その部分
に赤で丸印をさせた。また，自分のベン図にない
考えで納得できたものがあれば，赤字で追加記入
させた。C児のベン図には，はじめに書いてあっ
た自分の考えに，何重にも丸印がされていた（資
料10)。また，交流前にはなかった「士の様子」
「気温の様子」といった視点が書き足され，もと
もと書かれていた考えに「いつも」というキーワ
ードが追加されていた。この時,C児は自分の考
えに丸がつくたびに，考えがより確かなものにな
っていったのではないかと考えられる。また，
様々な友達の考えから，妥当と思われる考えを選
び，書き足していたと推測できる。
最後に，交流後のベン図をもとに，課題に対す
る考え（あとの考え）を記入させた。C児は，書
き足された考えをもとに，「いつも日光がちよく
－38－
③せつ当たっているところは地面があつくなるし，いつも太陽がかくれている所は，温度が
低くなる｡」と記入していた。
このことから，ワークシートに相手の考えを位置付けていくことは，考えの合成・選択・
強化を呼び起こし,関係づけ再構成するための手だてとして,有効であることがわかった。
4年生「天気の様子と気温」
本単元は，ヘチマの発芽を目的として，1日の気温の変化を調べていくことで，ヘチマ
の種をいつ外に出して，いつ教室内に入れたらいいか，天気と結び付けながら展開してい
った。その単元展開の中で，データに基づいてヘチマの種をいつ外に出して，いつ教室内
に入れたらいいかを聞き合いを通して考えを練り上げていった。その中の一場面として，
以下に晴れの日のヘチマの出し入れについての聞き合いを詳しく述べていく。
本時はくいつヘチマを出した
り入れたりしたらいいか＞とい
う問題であり，子どもの共通の
根拠となるものは，晴れの日の
気温，教室の室温，ベランダの
士の温度を折れ線グラフに表し
たものである。また，判断の基
準となることは，ヘチマの種袋
の裏に書いてあった『発芽適温
25℃』である。この聞き合いで
は，関係づけるために自分の考
自分の考えバワーアッブシ…*③友だちの考えと興じところは◎
ちがうところ鐘墨雲しよう
溌
資料11聞き合い前のD児のワークシートえに対する他の考えを位置付け
るワークシートを手だてとして用意した（資料11)。このワークシートは，パワーアップ
シートと称して，自分の考えとその理由を書いた上で聞き合いに臨み，友達の考えと同じ
場合であれば同じ部分に○を，違う場合には違う部分にメモをするものである。友達との
聞き合いを重ねることで，○が多くなれば自分の考えが強化され，メモが多ければ自分の
考えと友達の考えとの間で，合成・選択が行われると考えた。このようにパワーアップシ
ートを用いて分類しながら聞き合いを行うことで，相手の考えを生かしたより深い考えに
至ると考えた。
実際の授業では，例としてはD児のシ
ート及び発言から，手だての有用性をは
かっていく。D児の考えは，最初，資料
11から分かるように，「9時ごろに出し
3時にしまう」であった。グループでの
聞き合いでは,E児,F児はD児の考え
と同じで,D児の9時と3時に◎をして
いることから，自信を深めていく姿が見
られた（資料12，13)。しかし,G児の
「私は正午に出して，2時ごろしまった
らいいです。わけは11時は士の温度が
40℃を越えていて暑すぎるからです｡」の
言葉で,D児はシートに正午と2時を記
入しながら新たな考えに出会っている
－39－
E児：私は9時ごろ出して，3時ごろしまったらい
いです。わけは9時に25｡Cをこえて,3時ご
ろには30℃より低くなっているから。
F児:D児と同じで9時～3時で8時は25℃をこえ
てなくて・・・（あとはD児と同じ内容）
D児：（資料11の言葉をグラフを使いながら説明す
る。反応もあり手ごたえを感じている）
G児：私は正午に出して，2時ごろしまったらいい
です。わけは11時は土の温度が40℃を越え
ていて暑すぎるからです。
D児：あつそうだね。（ワークシートにメモ）
E児：そっか干からびてしまうよね。でも教室入れ
ると温度下がるから・・・
F児：じゃあ，9時に出して11時ごろ朝あげた水が
どれくらい残っているか確認すればいいんじ
ゃない
，．E・G児：それがいいね。
資料12D児のグループの聞き合いの様子
（資料13)。この時E児の会話
資料13聞き合い後のD児のワークシート 考えに再構成していることが
分かる（資料14)。
蟠れ(．
"ﾉ歳画
ぼくは,9時ごろ出して11時ごろに様子を
見ます。水が残っていたら，そのままにし，
水がなくなっていたら水を足します。しま
うのは3時ごろにしまいます。| 瀧
資料14D児の再構成した考え あまり理由が書けなかった子どもも，この
シートによって質，量ともパワーアップすることができた。しかし，他のグループでは,
メモすることに一生懸命になり，前頁資料12のような話を重ね合う姿があまり見られなか
ったグループもあった。この場合は，シートが逆に聞き合いを妨げることになったと考え
られる。今後シートの扱いや内容の改善をしていく必要がある。
(3)グループ形態や交流の仕方の工夫
①5年生「発芽と成長」
＜植物の発芽に必要な条件は＞において，条件をもとに聞き合うために，同じような考
えをもったグループ（同質グループ）で行った。全部の条件をただ行うのではなく，グル
ープごとに主体的に実験内容を変えることで’必要感をもって取り組むことができると考
えた。
まず，クラス全体で考えた発芽の条件を付菱に書かせ，絶対必
要な条件，絶対必要ではない条件，必要かどうかはっきりしない
条件の三つに分けた。次に，違う考え同士のグループ（異質グル
ープ）で聞き合い，考えにゆさぶりをかけたり，確定させたりし
た。さらに，絶対必要な条件を出し合い，同質の4人グループを
作った。このグループで聞き合うと，条件を確かめる実験方法に
ついての議論が深まり，どのグループも条件制御の考えを加味し
?????
???
資料15聞き合いの形態た実験方法を考えることができた。この後，全体で聞き合い，条
や交流の推移
件制御の考えを作り上げることができた（資料15)。
このような，グループ形態（同質グループ・異質グループ）で聞き合うことが，考えに
ゆさぶりをかけたり，確定させたり，方向性を絞ったりすることにつながった。今後聞き
合いの中で，同質と異質，グループと全体など，グループ形態や交流の仕方を工夫しなが
ら考えを深めていきたい。
②6年生「ものの燃え方と空気」
植物体の燃焼には，木（わりぱし）と布を使い実験した。予想を立てた時に，木は燃焼
－40－
5した後に軽くなるが，布は重くなると考えた子どももいれば，木も布も燃焼した後は軽く
なると考えた子どももいた。それぞれ同じ予想をした子どもを集めてグループにし，お互
いの考えを関係づけられるようにした。
子どもは生活経験から木は燃やすことで灰になることを体験している。グループ内で聞
き合いをしている時も，木は燃えると灰となり，灰はひらひらと風のように舞っているの
で木は燃やすと軽くなるという考えを出したり，灰を触るとなくなってしまったから，木
は燃やすと軽くなるという考えを出したりしながら関係づけをしていた。同じ予想の子ど
もをグループにして互いの考えを関係づけることで，軽くなった灰の様子について自分の
考えを再構成することにつながっていたと考えられる。
また，布を燃やすこと
で重くなると予想したグ
ループからは，灰になる
という考えは出てこなか
った。そこで，布を燃や
すと軽くなると考えたグ
ループと聞き合わせるこ
とで，木と同じように布
皇籍 蕊
資料16布を燃やすと重くなると予想した子どものノート
も燃やすことで灰になる
のではないかという考えを関係づけられるようにした。布を燃やした時の様子や重さにつ
いて聞き合ったことで，重くなると考えていたグループの中には，自分の最初の考えと関
係づけて，自分の予想を「布を燃やすと軽くなる」に再構成した子どももいた（資料16)。
成果と課題
これまでに上記のような関係づけ再構成する手だてを講じてきたが，実践を通して見えてき
たことは二つある。
一つ目は，「共通の表現方法を子どもに示すことや，図や絵等で考えを可視化できるように
することで，関係づけ再構成ができる」ということである。子どもの発達段階や実態に合わせ
た表現方法を教えたり，選択させたりすることで，お互いの考えが比較・分類できるようにな
る。また，考えを可視化しておけば，その考えをもとに再構成することができるのである。
二つ目は，「自分の考えと相手の考えを位置付けられるワークシートは，関係づけ再構成のた
めに有効な手だてになる」ということである。子どもはワークシートに互いの考えを分類・比
較し位置付けながら，考えを合成・選択し，強化していく。また，自分になかった視点や観点
にふれ納得することで，それらが追加されていく。ワークシートをもとに，関係づけ再構成が
行われることがわかった。今回の実践では，「ベン図」「パワーアップシート」を用いたが，学
年や単元に応じて適切なワークシートを工夫していきたい。また，考えの交流を行うグループ
の形態（同質・異質）や交流の仕方（全体・グループ）を，課題や状況に応じて考えていきた
い。
実践を通して見えてきた課題は，「表現方法やワークシートに頼りすぎると，聞き合いが疎か
になり考えを深めるに至らないことがある」ということである。考えを可視化することや，ワ
ークシートに記入することが目的となってしまい，聞き合いにかける時間が極端に減ってしま
ったり，授業のねらいに到達できなかったりしたことがあった。表現方法やワークシートは手
段であって目的ではない。そのことを教師が理解した上で，聞き合いの中で関係づけ再構成で
きる子どもを育てていきたい。
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